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問30 次の文章は、土壌中の一次鉱物について述べたものである。（ ）内に当てはまる最も

適切な語句の組合せを選びなさい。

「土壌中の一次鉱物の給源となる造岩鉱物の中で最も風化抵抗性の小さなものは、カンラン

石で、その中に含まれる（ ⅰ ）が土壌中の塩基の給源となり、植物生育に利用される。雲

母類の中で白雲母は、（ ⅱ ）を多量に含むが、風化抵抗性が強いため植物生育にはあまり

有効でない。一方、黒雲母は風化を受けて（ ⅲ ）等の粘土鉱物に変化しやすい。」

ⅰ ⅱ ⅲ

ア マグネシウム カルシウム カオリナイト

イ マグネシウム カリウム バーミキュライト

ウ カリウム カルシウム バーミキュライト

エ マグネシウム カリウム カオリナイト

オ カリウム カルシウム バーミキュライト

※本設問は、問題作成上ミスがあったため、ウとオの２つの選択肢が同じ内容になっています。

（平成22年11月９日 普及指導員資格試験事務局注）

問31 総合的病害虫・雑草管理（IPM）のうち病害虫の管理に関する次の記述のうち、最も不

適切なものを選びなさい。

ア IPMは環境問題に配慮した減農薬栽培技術として、有機農業に比べてより広範な農家

で実施することが可能である。

イ IPMは従来の化学合成農薬に依存した方法による病害虫の撲滅ではなく、化学合成農

薬以外の防除方法を組み合わせる総合技術である。

ウ 農薬によらない防除技術として、主に物理的防除法、生物的防除法、耕種的防除法があ

る。

エ IPMでは化学的防除法も利用可能であるが、天敵への影響、残留性等の問題から現在

利用できる農薬はない。

オ IPMを確実に実施するためには、害虫や病原菌の発生を予測し、適切な時期に必要最

小限の防除のみを行うことが肝要である。
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